
、
」

ぜ
F

　人口の動き

　葺月1日現在
男’5，294（一紛

女5，406（一21）

計10，700←5φ
霊蓄数2，404（一2の

（）内は前月との比較

9
・
》

斯川酌蝦餅正三繊企醜広縮馳榊』 触聯円晒帥雛

町
政
ポ
ス
ト
を
開
設

　
　
　
町
の
広
聴
躊
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
先
月
か
ら
疫
㌘

　
　
　
　
各
出
翼
所
、
連
絡
所
に
「
町
政
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
ま
し

　
　
　
　
　
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
・
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
　
　
　
、
適
し
た
方
法
で
処
理
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
農
に
反
讐

　
　
　
。
　
　
　
　
せ
る
よ
う
稜
極
的
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ
、
町
政
ポ
ス
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
圃
行
　
　
事

　
　
　
五
　
　
月

　
一
日
　
町
教
育
振
興
会
総
会

　
〃
　
仙
田
地
区
開
発
振
興
協
議

　
会
設
立
総
会

　
〃
　
成
人
式
代
表
者
会
議

三
日
　
上
野
地
区
敬
老
会

　
〃
　
千
手
地
区
花
ま
つ
り

四
日
　
町
議
会
建
設
厚
生
常
任
委

　
員
会

五
日
一
町
合
同
慰
霊
祭

六
日
　
町
婦
人
会
役
員
会

七
目
　
千
手
、
上
野
地
区
消
防
演

　
習〃
　
節
黒
城
山
開
き

八
日
　
山
の
根
老
人
ク
ラ
ブ

九
日
　
歩
道
説
明
会

十
三
日
　
二
六
公
園
の
ブ
ナ
林
を

楽
し
む
会

十
八
日
　
例
月
出
納
検
査

二
十
八
日
　
モ
ト
ク
ロ
ス
競
技
夢

潟
県
大
会

木
落
で

　
　
交
通
安
全
教
室

　
六
月
八
日
午
前
十
時
か
ら
国
道

に
面
し
た
木
落
保
育
所
で
、
幼
児

と
母
親
を
対
象
に
開
く
。
映
画
と

実
地
指
導
が
内
容
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
分
）

　
☆
入
手
品

洋
燈
、
縮
ひ
と
え

　
☆
寄
贈
者
　
（
敬
称
略
）

羽
鳥
良
太
（
伊
友
）
』
高
橋
イ
ワ
（
伊

友
）
＼
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仙
田
に
開
発
振
興
協
議
会

委
員
2
5
人
で
ス
タ
ー
ト

　
今
月
一
日
、
仙
田
出
張
所
で
仙
田
地
区
開
発
振
興
協
議
会
の
般
立
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
協
議
会
設
立
の
趣
旨
や
経
過
報
告
の

あ
と
会
則
審
議
、
役
員
選
出
、
活
動
方
針
お
よ
ぴ
予
算
の
審
議
を
行
な

い
、
同
協
議
会
の
発
足
が
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
協
議
会
の
組
織

は
、
地
区
内
の
①
町
議
会
議
員
②
農
協
役
職
員
若
干
人
③
学
識

経
験
者
十
五
人
以
内
、
以
上
と
す
る
こ
と
が
規
約
に
う
た
わ
れ
、
発
足

時
は
二
十
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
費
運
営
で
補
助

　
協
議
会
は
、
そ
の
名
称
ど
お
り
仙
田

地
区
の
開
発
と
振
興
を
目
的
と
し
て
、

地
区
内
の
土
地
開
発
推
進
、
過
疎
地
域

振
興
の
具
体
的
計
画
立
案
、
移
転
希
望

者
に
対
す
る
指
導
援
助
等
と
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
．
協
議
会
の
運
営
に
必
要
な
経

費
は
、
補
助
金
と
寄
付
金
を
主
体
と
し

て
充
当
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
今
年

度
は
十
万
五
千
円
の
予
算
を
決
め
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
の
十
万
円
は
町
か
ら
の

補
助
金
で
す
。

　
協
議
会
で

　
　
　
　
推
進
す
る
事
業

圏
　
転
出
防
止
：
：
や
む
を
得
ず
転

　
　
　
出
し
よ
う
と
す
る
世
帯
に
対
し

　
　
　
て

　
①
　
仙
田
地
区
内
へ
の
移
転
を
積
極

　
　
的
に
勧
め
る
。

　
②
　
仙
田
地
区
内
に
希
望
す
る
移
転

　
　
．
適
地
の
な
い
場
合
、
町
が
平
場
地

　
　
区
に
進
め
て
い
る
宅
地
造
成
地
へ

　
　
の
移
転
を
強
く
勧
め
る
。

　
　
す
る
場
合
は
、
そ
の
実
現
方
に
つ

　
　
い
て
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
。

　
　
　
内
お
よ
ぴ
町
内
へ
の
移
転
世
帯

　
　
　
に
対
し
、
希
望
に
よ
り

　
　
っ
せ
ん
す
る
。

　
　
子
補
給
に
努
力
す
る
。

　
　
　
の
人
口
流
出
を
防
ぐ
た
め

　
　
開
発
計
画
等
に
位
置
づ
け
て
推
進

　
　
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
の
増
大
に
努
め
る
。

　
　
　
入
し
て
永
住
し
よ
う
と
す
る
者

　
　
　
に
対
し
て
は

　
　
を
図
る

　
　
も
し
く
は
免
除
を
考
え
る
。
な
お

　
　
そ
の
補
て
ん
に
つ
い
て
、
町
か
ら

　
　
の
助
成
措
置
を
期
待
す
る
。

　
③
②
以
外
の
町
内
へ
移
転
を
希
望

囹
　
転
出
資
金
等
の
援
助
：
：
地
区

①
資
金
の
一
部
借
入
に
つ
い
て
あ

　
②
　
移
転
補
助
お
よ
ぴ
借
入
金
の
利

閃
M
　
入
口
流
出
防
止
：
：
地
区
か
ら

①
適
合
す
る
産
業
の
導
入
を
総
合

　
②
　
公
共
事
業
導
入
！
i
・
就
労
賃
金

　
③
　
結
婚
相
談
員
制
度
を
設
け
る
。

恩
　
転
入
者
対
策
：
：
地
区
内
に
転

①
希
望
に
よ
り
土
地
利
用
の
便
宜

　
②
　
部
落
経
費
等
の
一
定
期
麗
減
免

9
そ
の
他

①
町
道
、
農
道
お
よ
ぴ
林
道
等
の

　
　
急
坂
や
曲
折
か
所
に
つ
い
て
、
町

　
　
か
ら
原
材
料
の
支
給
を
受
け
、
関

　
　
係
住
民
の
労
務
に
よ
り
舗
装
化
の

　
　
促
潜
を
図
る
。

　
②
　
町
道
の
改
良
や
饒
装
に
対
す
る

　
　
寄
付
金
お
よ
ぴ
災
害
復
旧
事
業
に

　
　
対
す
る
分
担
金
脅
兜
除
し
て
も
ら

　
　
う
よ
う
に
す
る
。

　
③
　
町
事
業
で
、
老
人
に
で
き
る
道

　
　
路
補
修
作
業
等
の
仕
事
を
あ
っ
せ

　
　
ん
す
る
。
ま
た
、
山
菜
の
採
取
や

　
　
わ
ら
工
品
に
よ
る
民
具
製
造
の
指

　
　
導
販
売
の
あ
つ
せ
ん
方
に
努
力
す

　
　
る
。

④
小
白
倉
、
大
自
倉
、
大
倉
、
小

　
　
脇
、
高
禽
お
よ
ぴ
藤
沢
の
各
集
落

　
　
に
入
居
す
る
者
を
対
象
に
、
結
婚

　
　
祝
金
を
支
給
し
て
祝
福
し
、
地
域

　
　
の
中
心
的
立
場
と
な
つ
て
の
活
動

　
　
に
期
待
を
寄
せ
る
。

⑤
新
規
事
業
と
し
て
、
小
脇
地
内

　
　
に
ダ
ム
築
堤
の
運
動
を
行
な
う
。

　
　
さ
ら
に
、
大
倉
地
内
に
深
井
戸
試

　
　
堀
調
査
の
推
進
を
図
る
。

　
　
協
議
会
の

　
　
　
　
　
メ
ン
パ
ー

　
　
◎
”
町
議
会
議
員
　
○
”
学
識

　
（
　
　
　
　
●
　
　
　
　
）

　
　
経
験
者
　
△
●
農
協
役
職
員

〔
会
長
〕
◎
登
坂
敬
恒
　
〔
副
会
長
〕

◎
小
林
与
作
　
〔
理
事
〕
◎
登
坂
　
茂

◎
桐
生
昌
平
　
O
田
村
才
一
郎
　
○
高

橋
弥
太
郎
　
○
江
口
正
平
　
△
青
木
良

策
　
〔
監
事
〕
O
小
川
伊
作
　
○
茂
野

寅
一
　
〔
委
員
〕
◎
押
木
二
吉
　
◎
長

谷
川
福
松
　
△
南
雲
哲
治
　
△
米
山
一

郎
　
△
腎
木
金
作
　
△
斉
木
定
太
郎

△
小
川
角
治
　
△
中
条
一
男
　
○
佐
藤

栄
作
　
○
金
子
誠
平
　
○
中
条
清
隆

○
中
村
平
作
　
O
江
口
初
太
郎
　
○
田

中
茂
○
小
林
正
人

〔
会
長
委
嘱
に
よ
る
協
議
会
顧
問
〕
町
．
触
．
脇

議
会
議
長
・
和
久
井
精
一
　
川
西
農
協
．
噸

組
合
長
・
清
水
儀
七
　
　
　
以
上
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
，
　
　
（
敬
称
略
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

宅
地
分
譲
選
考
委
員
．
へ

に
四
氏
を
委
嘱

　
川
西
町
集
落
整
備
事
業
実
施
要
綱
に
・

基
づ
く
宅
地
分
譲
選
考
委
員
会
の
委
員
『
．

と
し
て
、
先
月
二
十
日
付
け
で
、
次
の
、
．

四
人
の
か
た
が
た
を
委
嘱
ル
ま
し
た
の
F
、

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
、

　
・
登
坂
敬
恒
　
・
中
村
金
作
　
　
　
．

　
・
滋
野
一
郎
　
・
小
川
清
次
　
　
　
印

　
町
の
紫
施
す
る
宅
地
分
譲
は
、
分
譲
卜
．

、琶，猛う．，ぞ．ま
学
｝
．
は
・
い
ま
・
昭
和
四
＋
七

　
若
葉
の
陰
も
な
つ
か
し

（
く
、
野
に
山
に
風
さ
わ
や

ワ
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た

”
　
青
年
の
皆
さ
ん
、
張
ち

‘
切
れ
る
よ
う
な
若
さ
と
情

、
熱
を
も
て
あ
ま
し
て
は
い

、
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
か
。

　
川
西
町
教
育
委
員
会
で

（解学級の料理実習風景）　　ぞ縫罐ξ薯災墓

年
達
度
の
墓
学
整
藁

基
準
と
こ
の
選
考
委
員
会
に
よ
る
審
査
ザ
・
塾
ぎ
㍗

を
経
て
決
定
す
る
し
く
み
で
す
。

撫礁　鞭

礁
鱒

嚢

＝の晟麟郵

灘
瀬
誌
　
舞

麟　
　，　　　　　、　㌔’FI．『ノ・畠・’一・　・、
　，　　　　　　

だ
さ
い
。

◎
千
手
地
区

　
野
上
　
ユ
キ
　
有
線
　
四
九
〇
六
番

◎
上
野
地
区

　
富
井
久
美
子
　
有
線
　
醐
二
〇
三
番

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
」
〇
九
番

◎
橘
地
区

　
大
久
保
芳
子
　
電
謡
　
　
五
〇
九
番

◎
仙
田
地
区

　
中
條
恒
信
　
電
話
　
七
一
九
九
番

　
青
年
学
級
と

　
　
　
　
　
い
う
の
は

　
青
年
学
級
は
、
勤
労
に
従
事
し
又
は

従
事
し
よ
う
と
す
る
町
の
青
年
男
女
に

対
し
、
実
際
生
活
に
必
要
な
職
業
や
家

事
に
関
す
る
知
識
、
技
能
を
習
得
し
て

も
ら
い
、
一
般
的
な
教
養
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
川
西
町
教

育
委
員
会
が
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
は
男
子
三
十
五
人
、
女
子
二

十
七
人
の
若
い
方
が
た
が
在
籍
し
、
み

ん
な
の
希
望
や
意
見
を
ま
と
め
て
自
主

的
な
学
習
計
画
を
た
て
、
生
き
が
い
や

働
く
喜
ぴ
や
悩
み
噂
青
年
期
の
特
質
や

将
来
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
話
し
あ
い

爾
農
を
き
き
、
野
外
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
仲
間

意
識
を
深
め
、
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ

く
り
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た
。
　
胃
年
学
級
は
決
し
て
固
苦
し
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
青
年
学
級
に
は

い
れ
は
知
ら
な
い
同
志
で
も
す
ぐ
仲
良

し
に
な
り
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
励

ま
し
合
つ
て
ゆ
け
る
仲
間
が
た
く
さ
ん

見
つ
か
り
ま
す
。
人
生
に
つ
い
て
生
き

が
い
を
語
り
合
え
る
友
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
あ
な
た
も
ど
う
ぞ

思
い
切
っ
て
青
年
学
級
に
お
は
い
り
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

も

、
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　　　崇崇崇犯罪や事故のない
　　　　　　　　　　明るいまちづくりにご協力を果崇兼
毎年、この時期には、いろいろな犯罪や事故が多く発生しています。
盗難や少年の非行化、こどもの水死事故、火気の取り扱い等に十分注意し、
事故や犯罪の害を受けないようご協力ください。
　　　　し　　　　．　　　　　　　　　　十日町地区連合防犯協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　日　町　警　察　署

こ
ど
も
を
水
か
ら
守
ろ
う

　
県
が
主
唱
し
て
始
め
ら
れ
た
“
こ
ど

も
を
水
か
ら
守
る
運
動
”
も
、
こ
と
し

で
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
．
毎
年
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
痛
ま
し
い

か
ぎ
り
で
す
。

農
繁
期
に
多
発
す
る

事
故

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
．
春
の
農
繁
期
は

幼
児
の
水
死
事
故
が
集
中
的
に
発
生
す

る
季
節
で
す
。

　
年
齢
別
に
み
る
と
、
一
歳
か
ら
三
歳

ま
で
の
幼
児
が
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か

も
、
死
亡
の
場
所
は
家
か
ら
五
十
メ
ー

ト
ル
以
内
に
あ
る
小
さ
な
用
水
堀
や
み

ぞ
、
庭
池
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
．
な
か

に
は
、
風
呂
場
や
洗
た
く
だ
ら
い
の
中

で
死
亡
し
た
例
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
も
、

お
と
な
か
ら
見
れ
は
す
こ
し
も
危
険
を

感
じ
な
い
た
め
に
、
朝
晩
そ
の
前
を
通

『さく』をめぐらしてあつても
　　　　　　　安心してはいられません

っ
て
い
て
も
気
が
つ
か
ず
、
こ
ど
も
が

死
亡
し
て
は
じ
め
て
大
騒
き
す
る
の
が

通
例
で
す
。

　
ス
キ
に
つ
け
こ
む

　
　
　
水
』
の
　
誘
　
惑

　
こ
ど
も
の
水
死
事
故
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
、
ち
ょ
つ
と
目
を
離
し
た
ス
キ

に
起
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
老
人
な
ど
が
子
も
り
を
す
る

か
た
わ
ら
集
金
の
支
払
い
や
炊
事
、
洗

た
く
な
ど
の
雑
用
を
兼
ね
て
い
る
た
め

に
、
ど
う
し
て
も
、
こ
ど
も
か
ら
目
を

離
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

十
二
分
の

　
　
　
監
視
を

　
こ
れ
か
ら
は
、
日
ご
と
に
暖
か
に
な

り
、
こ
ど
も
た
ち
が
戸
外
で
遊
ぶ
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
仕
事
に
迫
わ
れ
る

ま
ま
、
こ
ど
も
た
ち
だ
け
を
放
っ
て
お

く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

新
設
の
上
野
保
育
園

へ
寄
附

　
上
野
保
育
園
の
開
設
に
対
し
て
、
各

方
面
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
ち
ょ

う
だ
い
し
ま
し
た
、

　
次
に
ご
紹
介
し
て
、
寄
贈
者
の
か
た

が
た
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

☆
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
・
内
山
織
物
工

場
、
高
橋
工
務
店
　
☆
オ
ル
ガ
ン
ニ

台
禽
井
歯
科
医
院
　
☆
国
旗
掲
揚

塔
お
よ
ぴ
コ
イ
の
ぼ
り
・
小
海
貞
二

☆
ひ
な
人
形
・
上
野
地
区
総
代
会

☆
ス
テ
ー
ジ
幕
・
小
川
建
築
工
業
所

☆
整
地
用
砂
・
福
田
石
材

　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

〃
国
保
だ
よ
り
〃

　
　
　
　
の
訂
正

　
先
月
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
お
配

り
し
た
“
国
保
だ
よ
り
”
中
、
次
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
窓
口
か
ら
お
願
い
の
配
事
叩
、

　
◎
出
生
・
死
亡
届

　
　
　
　
　
（
十
四
日
以
内
届
出
》

　
と
あ
る
の
は

　
◎
出
生
届
（
十
匹
日
以
内
届
出
》

　
◎
死
亡
届
（
七
日
以
内
届
出
）

の
誤
り
で
し
た
。

　
お
わ
ぴ
申
し
上
げ
、
訂
正
か
た
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ー
保
険
課
ー
－

評澱織3　　　　　　　　　　　　　罷一一蒲勇羅＝ll「瀞糞レ『』1　∴’「』∫『　一”　，濯．．・騨澗＾．，鰻欝

　　　　スクールゾーン
　　　　　　（交通安全学校区）です　　　・

　子どもを交通事故から守るのにふさわしい交通環
境をつくるため小学校等の周囲、半径500メートル
にわたってスクールゾーンを設けましたo
　子どもが、安心して通行できるよう配慮してくだ
さいo
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相
続
税
分
あ
ぢ
、
ま
舞
一

　
　
相
続
と
、
は

　
人
が
死
亡
す
る
と
噂
、
そ
の
人
の
も
っ

て
い
た
財
産
や
債
務
を
相
続
人
が
引
き

継
き
ま
す
。
こ
れ
を
相
続
と
い
い
ま
す

　
相
続
人
は
、
ふ
つ
う
、
死
亡
し
た
人

の
配
偶
者
と
子
で
す
。

　
子
が
い
な
い
と
き
は
配
偶
者
と
直
系

尊
属
《
父
母
や
祖
父
母
）
、
子
も
直
系

尊
属
も
い
な
い
と
き
は
、
配
偶
者
と
兄

弟
姉
妹
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

　
遺
産
の
分
け
方
は
、
相
続
人
の
間
で

自
由
に
決
め
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
民
法
で
は
、
次
の
よ
う
な
割

合
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
日
国
相
続
人
が
配
偶
者
と

　
　
子
の
場
合

　　日本脳炎予防接種のお知らせ

下表に示した日程で、日本脳炎の予防接種を実施し
ます。希摯者は・所定の時間内にお集まりください。
いちおっ・地区別に会場を指定しておりますが、表
中の都合のよいところへおいでいただいてもさしつカ、

えありませんo
　窒お・対象者は・昭和44年6月以前に生まれたか、
たに限りますからご留意を・　〔健康管理室〕

　日程表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麿
、
．
押
」
〆
轍
え
る
舗
年
艦
つ
い
て
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
蕗
万
餐
摂
翁
餐
で
計
算
寿
九
金
額
、
最
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
恐
、
瑛
・
航
“
、
舞
ざ
、
、
輩
一
る
毒
合
鑑
窒
え
る
と

　
　
　
闘
噂
．
偽
轍
蓼
醗
憲
は
、
義
の
奮
と
蓼
し
な

　
　
　
　
　
子
・
三
書
、
舜
、
諭
鞭
な
呈
驚

　
　
一
倒
相
統
人
が
配
偶
者
遣
◇
、
魔
！
『

　
　
　
纂
養
婁
合
頴
、
擦
、
、
穿
皇
覇
嬰
蓄
先

　
　
　
　
　
．
配
偶
者
　
．
二
分
の
篇
◇
　
　
相
続
税
の
申
告
期
限
は
論
死
亡
し
た

　
　
　
　
　
纂
養
雰
辺
∵
．
・
房
習
か
莫
脅
渚
に
す
髪

　
　
囹
相
続
人
が
配
偶
者
と
　
’
　
、
．
“
と
に
な
つ
て
い
ま
す
o
、

　
　
　
兄
弟
姉
妹
璽
口
、
』
『
』
ま
た
、
申
暮
の
欝
先
は
、
死
亡

　
　
　
　
　
配
偶
者
三
分
皇
し
た
人
の
住
羅
を
所
撃
る
税
奪

　
　
　
　
　
兄
弟
姉
妹
　
三
分
ψ
憎
、
、
　
で
す
。
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
》

　
　
相
続
税
の
申
告
、

礎
難
蟹
嚢
笥
饗
饗
掃

り
当
り
八
＋
万
円
の
合
麩
と
蓬
簸
　
　
　
し

産
に
か
か
る
配
偶
者
控
除
額
（
婚
姻
期
．
　
』
．

間
が
＋
年
を
こ
え
る
配
偶
者
の
い
る
場
　
う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

月／日　　時　　間 会　　　場 対　　象

6／1　　　2：30～
　駒』匂■嚇らb●価り・

　　8　　　　3：00
橘　診療所 橘地区　．

一
．
　 般

ユ、9：30門

14　　10：00
＝F手診療所 ：千手地区

。一　　般”・

13　9330～
．一一〇り¶』o鞠噂』り

20　　10：00

母子健康

　センター
　　　い

上野地区

一　　・般

15　1：30～
騨9鵯鳳鵬一』一』

22　　　1二50

中仙ε日

　小学校

仙田地区

。一　　般

15　2：30～
■』価一り鞠o一魑，●0

22　　　2：50
赤岩小学校

赤岩地区

一　　般
　　　碑＿

　　ヱ92：ρo～

7／5　　　2：30 自倉小学校
自倉地区

一一　　般

高
橋
，
昭
人

腐
禰
重
樹

江
ロ
大
介

星
名

だ
撃
子

川
鋳
，
敏
治

中
為
、
峰
子

高
矯
英
利

小
嶋
利
弘

酉
山
恵
子

星
野
真
紀

星
野
．
友
紀

星
名
　
功

幸
夫
長
男

順
興
、
、
購
勇

通
樽
ジ
羨
男
，

晴
柴
，
二
女
、

鐵
雄
長
男

穂
栄
．
鱒
、
騨
女

蜘
霧
新
畿
趨

正勝勝宗
一行行也

上越木小高室
　ケ　　1自
野沢島』倉倉島

◎nbσ◎6b
新新』新新新新
婦郎婦郎婦郎

・
簸
譲
驕
⑳
雛

霧
蟹
繋

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

田片水小星川根丸柄高市藤上
畑桐品幡名崎津山澤．橋川田村

テ兵ソ末栄コ源菊國龍彦タ省
ル作ノ蔵作ヤ造松治松平力三

下
平
新
田

沖三平根

立領見深

新
町
新
田

上
野

越
ケ
澤

伊
友
仁
田
三
領

小
白
倉
元
町

四
三
五
七

六
輔

六
四

七
一
七
五
七
五
八
○
八
○
八
一
八
二
八
三
九
〇

た
か
オ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
◎
雛

（
◎
◎
驚
盤雛

（
◎
◎
驚
盤

平
野
節
男

平
野
登
美
枝

村
越
　
弘

高
橋
八
重
子

田
口
耕
平

山
口
敬
子

内
山
常
男

木
場
ち
か
子

春丸川小
日山口林

葵仁陽満
春吉子夫

東
善
寺

戸
田
敬
里

田
口
久
美
子

小
川
則
夫

小
川
く
に
え

清
水
　
隆

中
呂
利
撃

高
橋
馨

押
木
ヨ
シ

星
名
敏
雄

赤赤木仁
田落
か
ら

谷谷
か
ら

東
善
寺

伊元赤岐

阜
か
ら

谷町
か
ら

友

小
宮
山
サ
チ
子
＋
目
町
か
ら

高
橋
道
雄

助
川
範
子

蝋
善
時
か
ら
命
締
郷
酪

三
領
か
ら

木
落

六
日
町
か
ら

新
町
新
田

長
崎
か
ら

中
仙
田

横
浜
か
ら

原
田
仁
田
か
ら

命
　
　
新
郎
岡
島
安
治

　
　
新
婦
宮
澤
み
さ
子

．
⑳
雛
麟
整

趨
馨
擢

⑳　　
新
郎
宮

　
　
　
　
　
　
　
恒
夫

　
　
新
婦
石
原
豊
子

雛
纒
民
触

⑳　新
郎
登
坂
重
文

　
新
婦
山
田
キ
ョ

⑳　新
郎
小
川
　
一
男

　
新
婦
五
＋
嵐
い
く

雛
箆
鞠

命
雛
罐
肝
醜
子

　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
澄
子

赤
谷

仙
含
か
ら

大
臼
倉

＋
日
町
か
ら

学
校
町

＋
日
町
か
ら

上
野

上
野
か
ら

山
野
田

中岩上塩柏

崎
か
ら

辛野
か
ら

瀬里
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
納
税
メ
モ

　
今
月
は

　
　
　
軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
　
　
の
納
期
で
す

　
軽
白
動
車
税
は
、
原
則
と
し
て

四
月
輔
日
現
在
の
所
有
者
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て

五
月
に
取
得
し
て
も
翌
年
ま
で
は

課
税
さ
れ
ず
、
逆
に
五
月
に
廃
車

し
て
も
そ
の
年
は
課
税
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
軽
二
輪

三
論
、
四
輪
は
、
月
割
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
申
告
制
度
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
規
取
得

廃
車
、
移
転
等
の
申
告
は
す
み
や

か
に
、
確
実
に
行
な
う
よ
う
。

六
月
は
町
・
県
民
税
の

第
一
期
分
の
納
期
で
す
。

越
ケ
澤

野霜＋
日
町
か
ら

室
昆
赤
谷
か
ら

下
原

新
津
か
ら

　
　
　
　
　
　
ノ
ノ

　
　
　
　
　
遜

聖
等

嘱
託
員
の
異
動

　
町
政
事
務
嘱
託
員
に
次
の
異
鋤
が
あ

り
ま
し
た
。
か
っ
こ
内
が
前
任
者
で
す

○
木
島
公
舎
・
斉
藤
光
夫
　
　
（
島
田
朋

衛
、
三
月
ま
で
）

か
わ
琴

　
　
非
癒
廷

　
　
イ
u
　
愛

　
太
田
白
南
風
選

小
白
倉
江
口
凡
石

ー
敬
称
略
ー
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
土
手
に
来
て
い
る
土
筆

せ
せ
ら
き
の
弱
き
所
に
目
高
よ
る

か
ぶ
と
虫
母
に
あ
づ
け
て
登
校
の
子

隣
組
相
集
り
て
種
ひ
た
し

　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

囲
解
く
牡
丹
の
芽
を
六
、
し
か
む
る

子
と
摘
み
し
芹
の
香
高
き
汁
の
椀

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

温
泉
村
の
戸
毎
ぜ
ん
ま
い
干
し
て
あ
り

た
だ
わ
け
も
な
く
行
春
を
惜
し
み
居
る

　
　
　
　
　
　
長
岡
金
子
旦
雀

燈
籠
も
花
も
乱
れ
て
花
の
雨

女
学
生
並
ぴ
過
ぎ
け
り
春
の
宵

　
　
　
　
　
東
山
高
橋
S
子

．
～
ぴ
ー
碁
f
・
・
峯
ン
『
卜
「
3
「
季
「
ミ
『
4
幽
i
置
～
」
，
；
ー

，
2
、
馬
畠
一
，
，
　
　
　
　
，
｝
婁
王
～
ー
1
　
　
　
　
　
：
』
’
毒
留
　
　
ー
r




